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山や
ま
木き

戸ど

遺
跡　

東
区
山
木
戸
四
丁
目

　

山
木
戸
遺
跡
は
、
海
岸
線
か
ら
三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
に
入
っ
た
砂

丘（
新
砂
丘
Ⅱ
―
四
）の
上
に
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
市
街
化
が
進
み
、

現
在
は
ア
パ
ー
ト
や
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
住
宅
街
で
あ
る
。
昭
和
六
十
三
（
一

九
八
八
）
年
に
、
平
安
時
代
の
須す

恵え

器き

二
点
が
採
集
さ
れ
て
遺
跡
と
分
か
っ

た
。
遺
跡
の
範
囲
は
、
南
北
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
二
一
〇
メ
ー
ト
ル

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
と
六
年
度
の
二
回
に
わ
た
り
、
新
潟
市
教
育

委
員
会
が
発
掘
調
査
を
行
い
、
計
二
〇
九
七
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
表
か
ら
約
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
下
に
堆た

い

積せ
き

し
て
い
た
黒
色
砂
層

の
中
か
ら
、
古
墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
、
江
戸
時

代
に
わ
た
る
生
活
の
跡
が
現
わ
れ
た
。
出
土
遺
物
の
特
徴
は
、
平
安
時
代
か

ら
室
町
時
代
を
通
じ
て
、
京
都
な
ど
の
遠
隔
地
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
品
物
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
様
子
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　

九
世
紀
半
ば
〜
十
世
紀
初
め
（
平
安
時
代
前
半
）
の
遺
構
で
は
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら建

物
跡
七
棟
・
溝
二
条
・
土ど

坑こ
う

二
二
基
が
発
見
さ
れ
た
。
遺
物
は
、
漁
網
に
付

図230　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」図231　山木戸遺跡　平成14年 オリス提供
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け
る
土
製
の
お
も
り
（
管
状
土
錘
）、
塩
作
り
用
の
製
塩
土
器
、
漆
入
り
の
土
器
、
重
さ
を
量
る
た
め
の
石
製

の
お
も
り
（
権
）、
役
人
が
着
け
て
い
た
と
さ
れ
る
革
帯
の
飾
り
具
（
石
帯
）、
現
在
の
愛
知
県
や
京
都
府
で
生

産
さ
れ
た
緑

り
ょ
く

釉ゆ
う

陶
器
・
灰か

い

釉ゆ
う

陶
器
な
ど
を
含
む
多
量
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
船
着
場
を
示
す
遺
構
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
が
、
漁
具
や
、
遠
く
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
遺
物
の
存
在
か
ら
、
漁
に
出
た
り
、
水
上
交
通
を
積
極

的
に
利
用
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
十
二
世
紀
末
〜
十
四
世
紀
前
半
（
平
安
時
代
末
〜
鎌
倉
時

代
）
に
か
け
て
の
遺
構
で
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
一
棟
と
井
戸
一
七
基

な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
遺
物
に
は
、
こ
の
時
代
で
は
高
級
品
で
あ
っ

た
中
国
産
の
白
磁
皿
や
青
磁
碗
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
前
半
の
九
世
紀
半
ば
か
ら
十
世

紀
初
め
ご
ろ
は
、
漁
港
や
都
へ
納
め
る
品
を
運
ぶ
港
の
補
完
施
設
と

し
て
機
能
し
、
そ
の
後
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、

中
国
製
の
高
級
磁
器
も
運
ば
れ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、
多
様
な
品
々

が
行
き
交
う
交
易
の
場
と
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
蒲
原
津
や
周
辺
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
港
と
、
山
木
戸
遺
跡
の

か
か
わ
り
を
調
べ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

図232　緑釉陶器の埦・皿　いずれも内面


